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連結業績予想の修正に関するお知らせ

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、2022 年３月 11 日に公表いたしました 2023年１月期

の通期連結業績予想につきまして、下記のとおり修正をしましたので、お知らせいたします。

記

１．2023 年１月期 通期連結業績予想数値の修正

（2022 年２月１日～2023 年１月 31 日）

（単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益

親会社株主

に帰属する

当期純利益

１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ） 58,000 200 400 200 27.27 円

今回修正予想（Ｂ） 57,056 183 413 455 62.12 円

増減額（Ｂ－Ａ） △943 △16 13 255 ―  

増減率（％） △1.6 △8.3 3.3 127.8 ―  

(ご参考)前期実績

(2022 年１月期) 
59,120 △1,560 △1,296 △1,666 △227.24 円

２．修正の理由

2023 年 1 月期のアパレル業界は、イベントや旅行機会の増加などによる外出着需要の回

復など、事業環境は改善したものの、原材料価格の高騰や急激な円安の影響に加え、物価

上昇による生活防衛指向が強まるなど、依然として先行きの不透明な状況が続いておりま

す。

このような環境の中、当社グループは、2023 年１月期より策定した中期経営計画に基づ

き、アパレル事業の深化と利益の追求に努め、非アパレル事業ではライフスタイル領域で

の新たな商品やサービスの創出に努めることにより、消費者一人ひとりの生活を豊かにデ

ザインしていくウェルビーイングの実現に向けた事業開発を進めてまいりました。



通期の連結業績予想につきましては、売上高、営業利益は計画未達の見込みとなったもの

の、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は、計画を上回る見込みとなりました。

売上高は、低採算商品の取り扱いを減らした上、コロナ禍において急拡大したファッション

マスクなどの非衣料品が、前期から大きく減少し、計画未達の見込みとなりました。

営業利益は、原材料価格の高騰や急激な円安による仕入原価の上昇があった一方で、価格転

嫁の進展や小売店舗の在庫適正化などによる利益率の改善に加え、物流費や固定費といった経

費削減努力もあり、前期営業損失から大きく改善し黒字転換する見込みとなりました。

当期純利益は、システム障害対応費用を特別損失に計上したものの、投資有価証券売却益や

固定資産売却益を特別利益に計上することなどで、計画を大きく上回る見込みとなりました。

※上記の業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績については、今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。

以 上


